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都市江戸の成立
一一般史的背景一
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はじめに

従来，江戸時代の文化史的時期区分として元禄期（'７

世紀後半から１８世紀初め）を中心とする前期と文化文

政期（１９世紀前半）を中心とする後期の二分法が行わ

れ，文化の中心地域に即して前期は上方文化，後期は江

戸文化と呼び償わされてきた。そしてこの間の文化の移

行動向を「文運東漸現象」と呼び，享保から宝暦・明和

(1720年代から７０年代）に至る５０年ほどの時期をこ

の文化東遷の時期に当ててきた。

この区分法の背景として，戦後民主主義の潮流を指摘

する見解がある（後掲注１．,中野)。江戸文化は民主主義

の立場から捉えられ，その特徴は庶民による庶民のため

の文化と規定され，「元禄の町人文化と調われ,浮世絵の

美が称揚され，江戸戯作の通俗性，歌卿伎の卑俗性がか

えって武士に対する階級的抵抗精神の発揚として評価さ

れ】」(p,４６)てきた。しかし，例えば江戸っ子の江戸自慢

の第一が将軍様のお膝元という武士の権威にすがったも

のであったことにあるように，江戸の文化の特徴を「武

士に対する階級的抵抗精神の発揚」とすることには無理

がある。こうして江戸時代の現実に即して江戸時代を江

＊慶雁義塾大学文学部教授

（教育史）

戸時代として見ようとする立場から，江戸時代を前期・

中期・後期に分けて考える考え方が，近年，定着して来

ているという。すなわち，享保改革と寛政改革をめどに

享保以前（１７１５まで）を前期（近世の建設期)，享保か

ら寛政まで(1716～1800)を中期（江戸の最も江戸らし

い文化が成熟した時期)，寛政以降を後期(近代へ向かっ

ての崩壊期）とする区分法である2．

この中期の独自性の指摘は，政治史文脈でも次のよう

な指摘がある。すなわち，享保期（八代将軍吉宗一宝暦元

年没）ならびに寛政期（十一代将軍家斉/寛政改革一老

中・松平定信）・天保期（十一代将軍家斉/天保改革一老

中・水野忠邦）は後世まで範とされる立派な政治が行な

われた時期であったのに対して，元禄期（五代将軍綱

吉）・田沼期（十代将軍家治）・大御所時代（十一代将

軍家斉が実権を握った寛政・天保両改革の中間の時期）
咽うらっ

は為政者が放坪・無能で政治が乱れた時代とされてい

る。後者に属する江戸中期（享保と寛政の問）に位置す

る宝暦・明和期の政治課題に対処した田沼期（明和６か

ら老格，安永ｌ～天明６老巾）は，年貢増強策にもかか

わらず増収の見込めないこの段階での財政的対応と絡ん

で成立した「株仲間」や「金・銀による通貨の二元体

制3」からくる物資流通の渋滞を解決するために行われ
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の約５０年の間に，「生産の場としての農耕地の開発，そ

のための大河川の治水，用水開発のための大規模土木工

事，全国にちらばる二百六十余の城下町・陣屋町の建

設，その中心はいうまでもなく江戸であるが，それらを

つなぐための五街道および各種道路の建設6」と大量の
かＬ

物資輸送のための港湾・河岸の整備が行われた。

「それが終るとその原資として使用されていた七公三

民に近い（略）高率貢租（税金）は急速に低下，五代将

軍綱吉の治世の一七○○年ころには，三公七民に逆転す

る（略）ために庶民の再処分所得は急速に増大し，それ

が先行した巨大な社会投資と相乗効果をあげながら，衣

食住ともにわが国の庶民生活を一変させる（略）いわゆ

る“元禄の繁栄”を生みだした7｡」

しかし「六代家宣・七代家継両将軍時代の政治を担当

した新井白石が通貨政策を誤ったため」（通貨の品位に

こだわりすぎたために通貨供給量が半減)，「世はひどい

デフレ状況に突入してしまっていた｡」八代将軍吉宗の

時代には「元禄のバブル崩壊ではじまったデフレが行き

つくところまでゆきつき，さしもの幕府財政も底をつい

て，経常支出の資金手当のめどもつかず，もはや大幅な

人員整理以外に手がないといった事態であった8｡」

1．江戸期日本と都市江戸成立の一般史的背景

一政治・経済・社会一

①総耕地面積の推移

江戸期日本は，領主たちによる封建的土地所ﾊﾞに基礎

をおく社会構成体である「大名領国制」に立つ封建社会

である。その物質的基礎をなす総耕地面積は，平安時代

から室町中期まではほとんど増加が見られないが，戦国

期の大名領国制の展開とともに増加を始め，１６００年ご

ろには1,635,000町歩と室町中期（946,000町歩）の

72.8％増となるが，享保期（1720年頃）の情況を示す

｢町歩下組帳」によると2,970,000町歩と室町中期の約

三倍強(322.9％)の増加となっている。しかし明治７

年の「第一回統計表」によると3,050,000町歩と享保期

にくらべて約３％弱の増加を示しているにすぎない（次

表参照)。

【わが国の耕地面積の推移】

（大石，下記論文，ｐ､１７１－表３）

③農民層の分解と寄生地主の発生

徳川封建社会の基盤を支えた農民の生活は，江戸時代

初期は家康が理想としたといわれる「生かさぬよう殺さ

ぬよう」に即した最低限の生活であったのが，中期にな

ると農業技術の躍進，新しい肥料の開発などによって生

産力が急激に高まり，暮らしに余裕が生まれ，生活水準

も高くなっていった。農民のこのような成長は，それを

足場とした商品経済の発展をうながすことになった。

年貢および自家消費用の生産物以外の余裕が商品とな

る一方で，各地の城下町に集められて生産の場から切り

離された人びとの存在が消費市場を形づくり，供給は需

要を，需要は供給を刺激しあいながら，いわゆる庶民階

l曾の経済力を上昇させ，三井家に代表されるような豪商

を誕生させるまでにいたる。

このような社会基盤の上に上方文学・歌舞伎，浮世絵

などに代表される町人文化が花開く一方で，商品経済に

まきこまれた農村部に農民層の分解とよばれる現象が引

き起こされることになる。すなわち，商品化しうる余剰

を生みだし，その利潤でさらに生産の規模を拡大してい

く者と，種々の事情から土地田畑を手放して小作人へと

化していく者への分解が進んで行く9．

一方，幕府をはじめ諸大名は，江戸時代のはじめころ

２ 社 会学研究科紀要

た「計数銀貨の発行」（通貨の一元化)，海外貿易におけ

る輸出品の俵物（煎り海鼠。干し飽・昆布などの海産

物）への切り換えによってそれまで流出一方であった金

銀の取り込みを企てたことなど，江戸時代でも最も意欲

的な対応策の打ち出された時期であったのだが，結局，

問題解決以前に，「柔的対応を排して硬的対応を身上と

する松平定信政権が登場し，以降政権の硬直化による体

制の衰退過程へとふみだすことになる点で幕藩体制社会

の一つの転換期」であったといわれている4．

本棚は，これらの理解に立つ江戸中期を意識しつつ，

江戸期日本の一般史的背景と都市江戸の成り立ちを理解

するための一般的な事柄のいくつかを，先行研究に依拠

しつつ整理することを課題とする。

その典拠

和 名 抄

拾 芥 抄

慶長三年大名帳

町歩下組帳

第１回統計表

９３０年ころ

１４５０′′

１６００′′

１７２０′′

１８７４′′

９１．１

１００．０

１７２．８

３１３．９

３２２．４

ここに見られるように，大名領国制成立以来急成長を

続けたわが国封建制下の生産力は，やがてその成長を止

め，享保期以降停滞期に入るのである5．

②江戸開幕から吉宗の登場まで

１６０３（慶長８）年の徳川家康による江戸開幕から

1650～６０年頃までの四代将軍家綱治世の半ばころまで
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しんでん

に(ま年貢の増徴とならんで新出の開発に力を入れてい

た。当時の農業技術では，農耕地の大小がすぐに農業生

産力の大小になったからである。しかしそれも一段落し

て，四代将軍の終わりころからは，既開発の田畑をいか

に有効利用するかという本田畑中心主義が農政の基本方

針となった。新田開発は本田畑の耕作をおろそかにし，
い↓'あ'.、

入会採草地や1M水不足の原因になるために，領主たち

は，新田開発を嫌い，このころ現れ始めた資本を蓄積し

た商人たちの新田開発への投資を禁止した。

この傾向を転換させていわゆる寄生地主制への道を開

くことになったのが吉宗の政策である。吉宗は，１７２２

(享保７）年７月，新田開発に関する高札を江戸日本橋に

建て，「新田になりそうなところは，幕府の責任で開発を

申しつけるから申し出るように」と開発人を募った。財

力ある町人に新田開発を代替させ，その代償として開発

資金の一割五分を限度としてその新田から小作料を取る

ことを認ぬ，それを年貢同様に保証したのである”この

政策が，明治・大正・昭和（２０年まで）時代の日本社会
、Ｊﾔｻいじぬしせい

の特性となる寄生地主制への道をひらくことになったの

である'0。

④在（農村）と町の分離

戦国時代から江戸時代への移行の中で「兵農分離」政

策は社会の変化に大きな役割を演じた。これは，職能の

上でだけでなく，居住地区の面でも機能し，兵は町に，

農は在にと分離することになった。在とは，農・漁・林

業など生産活動が行なわれるところで，その中心はもち

ろん農村であった。町は，城下町・宿場町・港町・門前

町など直接生産にかかわらない政治や商業などの機能を

担うところで，その中心が城下町であった。在は生産に

よって，町は消費によって特徴づけられる。

この兵農分離はまた，「農と商工との分離」も同時に引

き起こした。それまで兵農と同居していた工商も，在か

ら離れて町に集中させられた。

町と在は行政的にも区別され，町は町奉行の支配，在
こおりふき』う

は郡奉行の支配に|寓することになった。さらに，商人が
Ｊ７，とないふだ

商業のために在に足を踏み入れるには商札と呼ばれる

免許証が必要であるとか，それも，農民が年貢を完納し

た後に限るなど，諸種の制限が設けられた''○

2．江戸時代の農村と農民

①村・階層・農民負担
ｌｊい}〕さ

江戸時代の|;､iは，何々県ｲnI々村大字何々という場合の

大字で呼ばれる集落にあたり，村の数は１８０４（文化元）

年の調査で全国61,549村，一村の米の生産高は４０８石

余,人口は４０５人強,村高約４００石,面積約４０町歩,人

口４００人というのが平均的な村のイメージであった12．

農民階層として「大前」「小前」「水呑」があり，「大前」

が地主あるいは地主兼自作農，「小前」が自作農，「水呑」

が小作農や雇農である'3°
し上やく

農民の負担には，大月llして年貢と諸役があった。

年貢は，農民が領主にたいして物または金で納めるも
０』んとものなりご・，そ

のをいい，本途物成と雑祖とにわかれる。本途物成くま農

民負担の中でもっとも主要なもので，田畑にかかってく

る正租であり，普通年貢というのはこれである。雑租は
とい』i'よｉ↓

田畑以外からの収入にかかる小物成などが中心であっ

た。

諸役は，戦国時代には種類も日数も多かったが，江戸
すけどう

時代に(ま段々少なくなり，やがて助郷のみになった。農

民を狩り出して使役すると農耕にさしつかえ，年貢負担

能力が低下するからである．

年貢は，江戸時代はじめは先述のように七公三民弱

(収穫百石のうち七十石程度が年貢）であったが，時代と

ともに比率が下がり，新井白石の時代には三公七民を割

り込むようになった。白石のあとを受けて将軍吉宗は，

これを五公五民に引き上げようと努力し，ある程度の成
いえしげ

功をおさめ，つぎの宝暦時代（将軍家重の世）（こは江戸

時代後半期でもっとも年貢収入の多い時代となるが，そ

れでも三割七分の年貢率が上限であったという。しかも

この線さえ長くは維持できず，以後下降傾向をたどり，

平均三割三分くらいの線を上下するという。
おもＴだか

この三割三分というのは，幕府支配地の表高にたいす

る年貢率で，課租されない裏作などの条件を考慮に入れ

ると，年貢は年間収入の二割以下（諸藩の場合，これよ

り少し高いのが普通であった）と推定されている'4。

②農村行政
ないＬくみかい､，ひやく1-.上うだI.I むら

村の政治は，名主・組面目・百姓代という，ふつう村
かた

方三役と呼ばれる人びとによって担われた。

名主は，自治体である村の代表者の位置にあって，年

貢や諸役負担で領主と交渉し，入会（一または複数の村

の住民がＭ一地域の林野や漁場に入り生活・生厳の資材

を共同用益すること）や用水問題などで関係村々と交渉

した。領主から村単位で割り当てられる年貢や諸役など

の個々の農民への割り振りや，回されてきた法令を農民

に説明し，農民が法令を遵守し農耕に出精しているかを

監督することも名主の役ｎであった。なお，名主の上に
ｊｗｔＪうや

数ヶ村力､ら十ヶ村くらいをまとめて支配する大庄屋と



４社会学研究科紀要

よぶ役職のあるところが多かった。
いれふだ

名主の選出は，多くの場合村民の入札（投票）によっ

たが，有力者が世襲する代々名主や有力者数名が交替で
りんIざんないＬ

名主職1こつ〈輪番名主といった例もあった。このような

有力者名主は，関東地方のように郷士（主家が滅んだ等

の理由で帰農した武士）地域に多かった。入札の場合で

も記名投票であったから，村内の古い家柄とか資産家な

ど有力者が選出されがちであった。しかし領主側に拒否

権があったから，最高得票者がそのまま名主になるとは

限らなかった。幕末期，世間が動揺しはじめると領主側

の拒否で何度も選挙を繰り返した例がたくさんあるとい
しようや き(Dい｝】

う。名主のことを，関西では庄屋，東北では||干煎などと

呼んだ。

組頭は名主の補佐役で，名主同様，村内の有力者がな

ることが多く，定員は二～三名であった。

この名主・組頭が村政の担当者であったのにたいし

て，百姓代はその監視役であった。
やく'く

当時(ま名主の私宅が名主役宅とよばれて村役場を兼ね

ていたため，名主家族の生活と村政の経費との分離が困
心らいりよう

難であり，また年貢や村人用（村費）の村民への割当の

仕事に手加減が入り込む余地があるなど，村政の仕組み

に不正が起こりやすく，あるいはそのような誤解が生じ

やすい状態にあった。このため，名主・組頭ら村役人と

村民との間に多くの紛争が生じた。とくに江戸時代も中

期になると，名主・組頭ら村落上層と一般農民との貧富

の差が大きくなり，それが目立つようになった。百姓代

は，このような村内の対立を前提として生まれたもので

あり，江戸時代初期からあった名主・組頭とはその性格

を異にしている。江戸時代の中期に生まれたこの百姓代

は，いわば「むずかしいことを好む者」たち（＝小百姓）

の代表として，名主・組頭が不正なことをしないように

監督するのがその役目であり，小百姓の利益を代弁し

た。また，この下層農民の村落上層にたいする一摸によ

る戦いは，宝暦・明和時代からしだいに激しくなり，領

主層と結託しているとして名主の家を打ちこわしたり，

貧富の差を是正し，富を再分配せよという世直し一摸に

まで発展していくことになる'5。

③農村の家・家族

江戸時代の農村の家族構成は，夫婦と子どもと時に父

母を含んだ最も単純な形の血縁家族で，学問的に封建小

農民と呼ばれている。全国的統計はないが，農民の家族

数は大体四～五人くらいで，下男・下女といった血縁外

の人口を含む場合は例外だとされている。
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こ<だか

大体，一戸につき一町歩（石高に直して約十石）の耕

地（田畑）と家族居住用の家屋敷と農作業用農具を所有

するというのが標準であったが，所有耕地についてみる

と実際は標準より少なくなるのが普通で，一戸を四～五

人として１８０４（文化元）年の全国統計から計算した場

合，一戸の平均所有石高は四～五石になるという。

農民の居住家屋は，縦三間・横六間とか，縦二間・横
かや’.､た

五間といった単純長方形の萱か板ぶき屋根のものが普通
かわら せず‘ちん

で，瓦ぶきはめずらしかった。雪隠とよばれる便所は，

もっとも貴重な肥料の貯蔵所と考えられていたから，住
くつむれ

居とはＢＩｌ棟に大きく建てられていた。牛馬などは，母家

の土間の一角に設けられた囲いの中で農民家族と同居し

ているというのが普通の姿であった'6。

④農業の商業化と農民層の分解

先述した年貢収奪率の低下と引き替えに農家の手元に

残るようになった余剰物資は，しだいに農家を交換経済

の波に巻き込むことになる。この変化の起点として，四
かんぶん

代将軍家綱の慶安～寛文（十七世紀中葉）のころが考え

られている。この時期は，江戸・大坂をはじめとする都

市の発展期にあたっており，社会的に消費力が急伸して

いたので，農民が交換経済にまきこまれる速度もいっそ

う早められることになった。

各地に土地独特の特産農業が起こり，農民たちは，特

産物を売ってお金を手に入れることに重点をおいた商業

的農業に出精するようになった。その結果江戸時代の中
くりこ1KhＫ

ごろに(ま，山形の紅花，水戸の煙草，関東一円の養蚕，
ひ＆い

尾西（尾張の国の西部）・近畿地区の木綿，畿内の種油，
あい

阿波の藍といつこような地方独自の作物（特産物）が出

来てきた。

また中期以降には，米でさえ，その品質・味によって，

たとえば肥後米・尾州米・加州米などといった産地名で

呼ばれる，市場価格の異なる米が現れるようになった。

このように農作物の商品としての性格が強まると優勝

劣敗の経済法則が農村生活に作用するようになり，それ

までほぼ同じ生活水準にあった農民たちの間に，上昇農

民と現状維持農民と下降農民との分解が見られるように

なっていった。先述したようにこのような作用を農民層

の分解というが，これは，封建社会から資本制社会（近

代社会）への移行にあたっての最も基本的な変化と考え

られている１７門

⑤寄生地主・豪農の発生

農民層の分解は，上昇農民を寄生地主や豪農に，下降
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農民を小作人や都市貧民に仕立てていった。

一般に地主とは土地所有者を意味し，自分の土地を家

族で耕作する自作も，他から労働力を雇い入れて耕作す

る大農もみな地主であるが，それらと区別して自分で土

地を耕作しない地主を寄生地主と呼んでいる。寄生地主

は，上昇過程で蓄積した金で下降過程で手放された農民

の土地を買い集め，下降農民に耕作を請け負わせて自分

では耕作せず，小作料を取り立てるような土地所有者

で，彼らの多くは，小作料としての米を酒に変えること

で米に付加価値を加えて売り出す在村の醸造酒業者と

なった。

豪農とは，蓄積した金で耕地を買い入れ，人を雇って

大農経営をするとか，農村工業や農村での商業を始める

とかする農民のことをいうが，これらも寄生地主的性格

をあわせ持つ者が多かった。

ところでこの豪農・寄生地主の取り分は，本来，領主

の手に入るはずのものであったから，この部分の帰属を

めぐっては，農民側と領主との間に長い闘争の歴史が

あった。しかし結局，享保の改革のとき，先述のように，

投下資本にたいして一割五分利の範囲内での取り分を認

めるということで両者の妥協がなり立ったのである。

この寄生地主の存在は，明治以降の日本社会の大きな

特徴となるが，それはこのような経緯のもとに成立する

ことになったのである'8。

⑥農民一楼

江戸時代の初期に圧倒的に強かった領主側の力に対し

て，やがて農民側の力が強くなるにしたがって農民の手

元に残るようになった余裕分の商品化によって，やがて

封建社会から資本制社会に移行していくことになるが，

この領主と農民側との力関係を変えていく上で大きな役

割を果したのが，農民一撲である。

農民の抵抗には実にさまざまの形態があるが，その中
りょ全,』んととうごうそ

で逃散・徒党・強訴などを中心とする非合法の抵抗は

一模と総称されている。

一摸の発生件数についての完全な調査はないが，青木

虹二『百姓一摸の年次的研究」（新生社，昭４１）には，

1590（天正１８）年から１８６７（慶応３）年までの２７８年

間に２８０９件が収録されている（同書，ｐｐｌ４－ｌ６所収

の「第一表：百姓一撲年代表」参照）という。

概括的にいえば，時代が進み世の中の矛盾が激化する

にしたがって一撲の発生件数は多くなっており，また享

保・天明・天保などの大飢鰻のときにはとくに多くなっ

ている。

庭い

江戸時代の---摸は，その形態によって小規模逃散・代
ひょうおづそがた そうびｨ,〈Lよう

表越訴型一摸・惣百姓－－摸・世直し－－摸の四類型に

大別されているが，この類型は発生の順序をも示してい

る。

一摸はもともと，初期の土豪の反乱を除くと逃散と越

訴という比較的温和な形のものであったが，元禄～享保
ごうそ

期，ことに享保期にはその性質を著しく変え，強訴・暴

動といった暴力型のものに変わる。しかもその規模にお

いて，一村から数十ヶ村もの農民が立ち上がる（惣百姓

一撲）というような，それまでには考えられない大きさ

のものになり，また，従来の主要な一模がほとんど私領

で起こったのに対して，天領で起こるようになる。

さらに次の宝暦時代になると，全藩の農民が一摸に加

わる全藩一模が各地で起こるようになり，農民の騒動は

ますます激化し，その発生数も増大していった。

たまりかねた幕府は，ついに1769（明和６）年とその

翌年に農民取り締まり上画期的ともいえる二つの法令を

出した。

まず明和６年の法令では，農民騒動の鎮圧に鉄砲を持

ち出して撃ち殺してもかまわない，とした。しかし翌

1770（明和７）年には，一摸の先手を打つのが上策とし

て，有名な「ととう。ごうそ・てうさんの訴人に関する
こう４－Ｊ

高札」力;出される。

これらの措置の効果のほどは不明だが，このころから

全藩一摸といった大一楼はなくなり，一模の規模は縮小

していった。しかし，代わって村方一撲といわれる農民

の日常闘争的なものや，世直し一摸のような新しい型の

一摸が多くなってくる。

世直し一摸は，年貢の過重とか役人の横暴を訴えた従

来型の一撲に対して，富の再分配の要求とか身分制度攻

撃とかといった封建制社会そのものを問題にした一模で

あった。

その後，一時期の静穏を経て再度一摸の高まりがくる

のが幕末期ということになるが，徳川幕府の滅亡はこの

高まりと重なることになる'9。

3．近世都市の成立と人口構成

①近世都市の成立

政権所在地や港町，門前町といった旧来の中世都市に

加えて，織豊時代から徳川初期（１６世紀後半から１７世

紀初頭）にかけてわが国の至る所に大小の都市が発生

し，形成された。都市の発生には大量の人口を支えるた

めの農村における余剰生産物の増大が基本的前提条件で

あるが，この時期にはそれが可能となった。堺・博多。
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長崎を先頭に諸都市に商工業が発展し，外国貿易の隆盛

が見られた。殊にこの時期には有力な大名による，権力

と財力の強大化のための既存有力都市の獲得や商工業者

を招致して新都市を建設することが盛んに行われた。一

般諸大名もそれぞれ，地方地方に適当な地を選んで，そ

こに多数の家臣団を居住させ，それらを養うために更に

多くの商人・手工業者を招いて自己の政治的財政的拠点

とした。とくに近世初頭，封建制度の再編成によって一

応の秩序が確立するにしたがって，この種の城下町の形

成が完了した。この時期に断行された兵農分離や農商の

徹底的な分離政策は，先述したように商人を都市に集中

させ，都市の形成を一層促進した。こうして全国二百六

七十の大名の数だけ，城下町も存在することになった。

これらの城下町は，軍事的見地から在来の商業緊落や

門前町・港町その他宿駅の地を再編成したものが多く，

したがって純商業都市・港町・門前町は数からいえば少

数で，近世都市の圧倒的多数は城下町であった。これら

の城下町は徳川時代二百数十年の間，多少の例外はあっ

てもほとんど変容することなく維持され，中には明治以

後においても，しばらくは旧型のままに残ったものもあ

る、

その他，徳川時代に人って新しく出来たものに無数の

宿場町がある。これらは殊に参観交代制度による大量の

人や物資の往来・輸送に刺戟されて発展したわけである

が，このほかに特殊な産業地，例えば鉱山・機業・醸造

その他手工業生産の盛んな土地に出来た町もある。これ

らは数からいえば少なく，また都市としての規模も小さ

かった20ｃ

②離村農民の都市流入

こうして全国各地に二百数十に上る（大陪臣の準城下

町を入れると三百近くの）大小の城下町が出来，また沿

岸の要衝には港町が栄え，主要街道にはそれぞれ数十百

の宿場町が成立した。こうして新たに「町人」なる階級

身分が，武士・百姓と並んで有力な社会階層を形成する

ことになった。

一般に都市の成長発展は，内部の自然増加に負うより

も他からの流人者に負うことがはるかに多い。他からの

流入者には，近隣の小さな町や他国の都市の商工業者す

なわち既に町人となった者が転入する場合もあるが，最

も重要でかつ大量でもあったのが離村農民の都市流入で

あった。

農民の離村には，制度上土地分有の許されない二三男

が生活手段を求めて離村するケース，貧農の子女が年季
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奉公に売られて離村するケース，あるいは借金や不義

理．未進等で破産の憂目にあった者が単独であるいは家

族とともに出奔するケースなど様々のケースがあった。

殊に凶作飢篠の年には，多くの飢民が，親子兄弟散り散

りに食を求めて各地をさまよった。

離村農民の流れ着く先として，他所他国での農業奉公

も多かったけれども，とりわけ多かったのが江戸．大坂

や地方の諸城下その他の都市であった。中世以前の離村

者や出奔人は，流れ流れてより悪い条件で働くことにな

る他所の農奴や隷農に化するか，あるいは浮浪人となっ

て山野に行倒れる以外に道がなかったのに対して，徳川

時代の浮浪者や離村者は，よかれあしかれとにかく都市

に流れ込むことができた。ヨーロッパで言われたよう

に，日本でも都市の空気は農村よりも自由だったのであ

る。またこれら流入者に対して都市は寛大であった。と

りわけ大都市がそうであった。殊に江戸・大坂等の大都

市では，常時日傭人足の需要があり，日傭座も成立し，

口入稼業を職業とする親方も存在した。チャンスに恵ま
わさ

れれば武家・町家の奉公人となり，手に技を持つものは

何らかの職人となり，またその弟子となった。何の芸は

なくとも湯屋の三助や米揚きになれた。さらに多少の資

力を有する者は行商人や小売人になることもできた。荻

生狙侠は享保の頃農村から江戸に流入する者が多くなっ

たことを「農民も出替りの奉公人に来りて，直に留まり

て日雇を取，ほてい（棒手）をふり，直に御城下の民と

なる者，日を追い年を追て霧し〈云々2'」といってい

る22。しかし近代産業成立以前においては，彪大な労働

人口の需要というものはありえないから，出稼奉公人や

特別の縁故あるものはともかく，たまたま幸運な者が前

記の諸職業にありつきえた程度で，中にはいつまでも生

業につきえず，ついには無宿無頼の徒や寄生的な遊民に

なり果てる者も多かった23。

③近世都市の人口構成

都市の人口構成は城下町と商工業その他の町とでは著

しく異なっている。城下町では武士と町人がほぼ半々，

その他の都市では武士はごくわずかである働先述のよう

に都市の人口の再生産は農村からの補給によって行われ

たが，江戸中期以後の都市人口は減退もしくは停滞し

た。それは基本的に人口を大量に吸引する嬢業条件に欠

けていたからであるが，また一面で農村の荒廃を恐れる

幕府や諸藩による都市人口の増加抑制策が作用したから

である。農民の離村禁止や都市流人制限は前々から幕府

諸藩によって取られた方針であったが，幕末には江戸。
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大坂等では単なる流人禁止に止まらず，流入者の郷里へ

の送還，帰農といった強行策さえ採られるに至ってい

る。

都市人口と農村人口との比率は，藩によって異なる

が，大体において，都市の町人人口は藩総人口の５％程

度であり，これに武士の数を加えると１０％位，江戸．

大坂・京都などの大都市を入れると，町人・武士を併せ

た都市人口は全国合計370～380万人に達し，全国総人

口の１２％程度を占めるに至っているという24。

4．大江戸の成立

江戸期のいわゆる三都，すなわち京都・大坂・江戸の

うち，古代・中世日本の中心都市京都に代わって，近世

第一の商業都市として発展する大坂に対して，将軍様の

お膝元で近世日本の政治の中心地として，また武家の都

市として発展するのが江戸である。以下近世都市江戸に

ついて，その成立から市政・人口などを見みる。

①大江戸の成立

江戸の正確な起源は明かではない。１２世紀のはじめ
うＬこ.めかなすさ

ころ，今の牛込から赤坂・金杉方Ifnまでを含む丘陵地帯
きくｆ』たごう

を桜田郷といい，その中の一部落（今日の江戸城本丸力、
もみじゃま

ら紅葉山あたりという）に江戸と呼ばれるところがあ

り，ここに，桓武平氏の流れを汲む関東武士の一人が居
えどＬろうＬ１ｆつぐ

館をかまえ，地名力》ら姓をとって江戸四郎重継と名乗っ

た。江戸氏はその後約二百年ほどこの地にいて，関東の
＆

有力な豪族として勢力を振るったが，や力;て多摩郡の木
たみ

田見という土地に移り，江戸は無住の地となった。約百
おおノーどうかん

年後，太田道潅力iこの地に築城したことから，今日江戸

の開祖は太田道潅ということになっている。

今日知られる大江戸は，徳川家康が幕府を開き，江戸

を居城ときめて，１５９０（天正１８）年８月１日にこの土

地に入って，ここが日本の政治の中心地になってからの

ものである。

家康入府当時の江戸はというと，「まず,城は本丸・二

の丸・三の丸があったが石垣などはなく，土をもりあげ

た土手がこれを囲み，出入口として数ヶ所に木戸門が設
いにぶき

けられていた口城内の建物も屋根は板葺で，玄関の階段

には舟板が三枚ならべ」られているだけであり，城下の
かやぶき

町とはいっても茅葺家が百軒ば力､り並ぶだけで，現在の

日比谷から馬場先門のあたりまで日比谷入り江が湾入
．』」

し，日本橋から京橋・銀座・築地あたりまでは，霞の生
さ・Ｉ・

い茂った砂1,|､|で，武家屋敷や町家を造る広場さえほとん

どないといった有様であった。しかし，天下分け目の

関ヶ原（1600［慶長５］年）のころには各地から人の集
くさぶと

まるかなりの町になっていた力f，当時はまだ草葺だった

ようで，関ヶ原翌年の江戸の町を焼尽した火事のあと，

草葺を禁じて板葺にすることが命じられている○町はす

ぐに復興され発展を続けるが，江戸が城下町として飛躍

的に整理され始めるのは，２年後の１６０３（慶長８）年に

なってからである25.

1603（慶長８）年２月１２日に征夷大将軍に就任した
ゅうきひでやす

家康は，その３月に福島正nll･結城秀康･松平忠吉・前

田利長・伊達政宗・黒田長政・加藤清正・上杉景勝・浅

野幸長ら約７０名の有力大名に命じて江戸の城下町建設

に着手した。このときの1鷺事の中心は，今日の駿河台あ

たりにあった神田山を切りくずして，その土で城の東側

の入り江や湿地を埋め立てることであった。「その結果，

日比谷から呉服橋にいたる一帯，さらに京橋から日本橋

にいたるまでの土地が埋め立てられ，そこに江戸の城下

町がつくられた。町数にして約三百ほどで,のちにこれ
、二ちょう

ら(ま古町と呼ばれ，江戸の町でもとくに格式が高いもの

とされた｡」慶長１４年には江戸の人口は200'000人に

なっている26.

大坂夏の陣で豊臣氏が滅びると，徳川氏は全力をあげ

て江戸城とその城下町の建設に取りかかった。このとき

の工事は，城の外郭を整え，将軍の居城としての江戸城

を完成することであり，その最大部分は，神田御茶ノ水
４３りわり

の掘割を通し，湯島台と駿河台の台地を切り離すことで

あった。このとき神田構内にあった神田明神が，現在の

湯島台に移された。

１６３４（寛永１１）年から翌々年にかけて参勤交代制と

諸大名の妻子在府制が定まり，武家屋敷が不足となっ

た。そこで江戸城周辺の寺院などが郊外に移された。後
そ今くるわ

,こ見られる江戸城総曲輸の完成は，１６３６（寛永１３）年の

ことである。

この後も江戸の町づくりは急速に進展するが，とくに

1657（明暦３）年の明暦の大火は一つの画期となった。
てんな

この大火は，１６８２（天ﾛ2）年，１７７２（明ﾛ９）年の大

火とならんで江戸の三大大火と呼ばれているが，この火
そう

事のことを詳しく書いた『むさしあぶみ27」によれば「惣
よ みやう

じて町中五百余町,大名′1,路五百余町，大みやうの崖か
う しゆくＬ』 ねしろてん

こ五百余字,小みやうの宿所六百余ヶ所，（略)御城の殿
Ｌゅ #』Ｌ一一

守，（､各）江戸中にありとあらゆる橋々六十ヶ所，（略）
にゐん

堂社（Ⅲ＃）そのほかの寺院三百五十余宇，みなこと~＜一

<焼ほろびたり。（略。焼死背）をよそ十万二千百余人」

(pp､398-399）とある。

この大火を機会に幕府は次のような思い切った区画籍
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理をしたために，江戸は大きく様変わりする。
くるわ

’）それまで江戸城曲輪の内にあった大大名の屋敷

を，すべて曲輪外に移した。
は 句 ら 』 う ば 0 ）やのくらばくろ

２）八丁堀・矢之倉・馬喰町・神田など，江戸城近
こ玄こめ

くの町中にあった寺院を全部，深11|・浅草・駒込・

目黒といった江戸郊外に移した。
こび』

３）焼け跡の整理をかねて焼け土を運び，木挽町・赤
うしこめ のＬ４う

坂・牛込・小石111などに残っていた池沼などを埋め

立てて，新地を開いたい
Ｌろがねよノ,ず

４）防火設備として,防火堤(土手)を白銀町・万町・
よっかいち ひろこうじ

四日市町などに設け，また防火地として，広′1,路を
お け

日本橋と京橋の間Iこ三ヶ所，鍛冶町と桶町の間に

一ヶ所つくった。
げん

５）それまで六間であった江戸市中の主要道路を，十

間幅にひろげた。

６）芝や浅草などに新堀をつくり，神田川をひろげ，

また隅田川に橋をかけた。これが両国橋であるが，

この架橋によってそれまで隅田川までであった江戸
Ｉ』んじ狂

は，川の東､11,すなわち本所・深川地域にまで拡大

した。

明暦の大火に関連して，数多い江戸町絵図の中でも最

も正確といわれる江戸市街地の実測図が作られた。それ
かんぶんえと･おおえす

(ま，寛文の江戸大絵図で将軍家綱の命によるといわれ

る。

その後も江戸の町の発展は続くが，市街地の区画割り

の大きな変化はこれが最後のものとなった28。

②都市江戸の町数

俗に「江戸八百八町」といわれる江戸の町数は，史料

に問題があって正確には不明だといわれるが，おおよそ

次のような推定が行われている２９．

１）慶長期……約３００町

２）延宝７年(1679)……808町，ただし町奉行支配の

町のみ｡
えんきょう

３）延享４年(1747)･･･…1678町。ただし寺社門前町

も含む。

４）天明期（田沼時代)……町方支配の町１２００余町。

寺社門前町４００余町。両者の合計１６５０余町◎大名
かみやＬさ 紅かやLきししやＬき

上屋敷265ケ所。大名中屋敷・下屋敷合計４６６ケ

所。神社２００余社。寺院１０００余寺。

ｌ）天保期……新地寺社を合わせて，２７７０余町。

③都市江戸の人口

都市江戸の人口についても正確には掴めないといわれ
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るが，全く手がつけられないというわけでもないようで

ある。他の城下町同様，江戸の町も武家屋敷地・社寺

地．町人地の三つに分かれており，うち町人地について

は，八代将軍吉宗のとき以来くわしい人口調査があり，

社寺地についても部分的に史料が残っているという。江

戸の人口が不明なのは，面積で六割を占める武家屋敷地

の人□がわからないからである。江戸は参勤交代なども

あって，他所よりとくに武士の出入りが激しかったこと

もその理由の一つに数えられている。また，当時は武士

の実情を示す資料は極秘とされていたことによるとする

推測もあるが，これに対しては，幕府の権力をもってす

れば調査できたはずであるが，あえてこれをする必要が

なかったためとする見解もある30。

，）江戸の人口調査と町人人口

徳川時代の全国人口調査は，八代将軍吉宗時代の享保

６年（1721年）に始めて実行され，同’’年に第二回目，

以後６年ごとに繰り返された（子午年調査)。この全国

人口調査表は不完全ながら幕末まで揃っおり，これを元

にして都市江戸について「大体徳川中期以後の町人人口

は五十三四万人に固定して，ほとんど増減しなかったと

いうことが明らかである」といわれている3'。

「江戸の人口は享保以後，毎年四月及び九月の二回

調査されるのを例とした。その人口は子・午の年に

は町奉行から公式に勘定奉行に提出されるのであ

る32｡」

江戸町人人口には，町奉行支配下の町方人口と寺社奉
きょうら論

行支配下の寺社門前町人人口がある。享保時代の江戸町

人の数は，町奉行支配が約５０万，寺社奉行支配が５万，

計約５５万人であり，この数字は若干の上下変動はある

ものの，幕末まであまり大きく変わらなかった33．

関山，前掲書から転載して都市江戸の町人人口一覧を

示せば次頁に掲げる①②表のようである。

２）都市江戸の総人口

上記の江戸の町人人ｕに対して，町人以外の江戸の人

口については（江戸の人口の不明確さの原因･前述）次

のような推計が行われている。

「町人以外の人口は不明という外ないが，ここには幕

府の手足たる旗本・御家人及びその家族．家来．使用人

が常住しており，また諸大名は大小格式に応じ’大は千

人を越え，小でも数百人に上る多数の家臣及び妻妾子女

等を常住せしめていた。またこれらに従属する仲間．小

者その他男女の雑役使用人が多数に上った。それらの数

はもちろん厳密には判らないが，旗本御家人の数は約二

万三千人，家族平均を五人とすれば十一万天千人，その



＊安政元年４月と同２年４月とは全く同じで何れかが誤りであるこ

とは明らかであるが，仮に元年分に充て，２年は９月分を採った．

(引用者注：①②表とも出典は幸田成友「江戸の町人の人口」「幸田成

友著作集第２巻」中央公論社，所収）

９

【①】（関山，ｐ､２２６から）

無籍者を入れると百十万人にも達したのではないかと思

われる｡」と推定されている。（関山，前掲書，ｐｐ､227-

228）

３）都市江戸人口の男女比（付・大坂）

江戸時代初期には江戸居住の女性の比率が非常に少な

い。これについては，江戸が出稼地であり，生活をかけ

た修羅の場であったからという理由のほかに，女子の帳

外れ36や調査洩れあるいは堕胎間引の犠牲といった理由

が推測されている。

都市江戸と大坂の男女人口構成の動態表を引用・転載

すると以下のようである。

都市江戸の成立

【②】（関山，ｐ､２２７から）

「天保撰要類集」三十三

家来及び従属者推定約十万人34,諸藩の江戸常住者及び

参頚交代の在府者は，家臣総数の二割35とすれば約六万

人，そのうち半分が平均五人の家族持ちとして合計十八

万人，その他大名・旗本及び幕府直属の足軽・仲間・小

者・雑役奉公人男女の推定約十万人とすれば，総計約五

十万人となり，これに浪人者を加えると，武士とその従

属者の数も五十二三万人となって，ほぼ町人数と匹敵し

たものと推定される｡その外に計算には入らぬ無籍者が

相当の数に達したにちがいない｡これらのうち無籍者の

数を別とすれば，大体固定的であったから，徳川中期以

後の江戸の総人口は武士町人を併せて約百五～六万人，

(関山，ｐ､２７５から）

江 Ｐ 大坂

年次 男 女 男１００に付女 備考 男 女 男１００に付女 備考

正徳３

享保６

⑬
元

３
３
一
元
一
元

３

文
保
保
化
政
応

元
寛
天
弘
安
慶

人

３２３，２８５

３３８，１１２

３３９，９９８

３１６，３７３

２９７，５３６

２９０，８６１

２９４，０２８

２７２，７１５

人

１７８，１０９

１９５，６５１

１９３，０４９

１８４，７９３

2４８，０８７

２６８，６３６

２７９，５９１

２６６，９０３

４
８
８
４
４
３
１
８

０
②
■
■
■
■
●
●

４
７
７
８
３
２
５
７

５
５
５
５
８
９
９
９

(町方支配のみ）

（
以下町方寺社

門前町人合計）

人

2０５，５９２

２０６，７２１

２１３，０５６

人

1７２，８０

１７４，７４

1７５，８５

８４．０

８４．４

８２．７
/元文年以後
男女別人口

(不明 ）

年次 人口数 増減率

享保６

'′１１

'′１７

３
元
３
６

文
享
延
暦

元
延
寛
宝

'′１２

明和５

安永３

'′９

天明６

寛政４

〃１０

文化元

７
３１

″
〃

文政５

′′１１

天保５

＊〃1１

４
８
８
４
４
８
８
０
７
７
７
３
９
９
３
５
１
３
３
４
５

９
８
１
９
６
０
５
８
６
４
８
８
６
４
５
８
６
９
９
５
６

３
９
５
５
１
７
８
８
４
７
７
０
６
４
０
０
１
７
２
７
３

１
，
，
０
０
９
０
９
９
９
９
９
１
９
９
９
？
９
？
Ｐ
や

’
１
３
３
０
９
５
１
８
２
９
７
１
２
２
７
１
０
７
２
１

０
７
３
５
６
０
０
０
０
８
８
５
８
９
９
９
０
２
２
２
５

５
４
５
４
４
５
５
５
５
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５

1００．００

94.13

106.41

９０．４７

９１．７８

１０１．６６

１００．８９

１０１.１０

１０１．４１

96.28

97.68

９１．１６

９６．０７

９８．２２

９８．１４

９９．１４

９９．９５

１０３．８７

１０５．１６

１０４．２６

１０９．９７

年次 町方人口 寺社門前人口 合計 増減率

享保１８年９月

１９．４

２０．９

４
４
９
４
４
４

一
元
３
２
３
４
３

文
保
享
保

元
寛
延
天

1２．４

１３．４

１４．９

４
４

一
元
一
元

化
政

弘
安

２．９

万延元・４

慶応３．４

４７５，５２１

４７３，１１４

４７０，３５９

４６６，８６７

４６９，６０１

４４６，２７８

４４８，４５３

４５４，２２６

４７４，６７４

477,349

４７７，０７６

４９１，９０５

60.859

60,649

60,289

60,180

58,５１６

５５，０６８

５２，７１３

５８，６８７

７０，９４９

7３，７１４

７０，８７６

６７，５９２

５３６，３８０

５３３，７６３

５３０，６４８

５２７,0４７

５２８，１１７

５０１，３４６

５０１，１６６

５１２，９１３

５４５，６２３

５６３，６８９

５５１，０６３

５４７，９５２

５５９，４９７

５７３，６１９

５６４，５４４

５５７，３７３

５３９，６１８

100.00

９９．５１

98.93

９８．２６

９８４６

９３．５４

９３．４３

９５．６２

１０１．７２

１０５．０９

１０２．７３

１０２．１５

1０４．３１

１０７．００

１０５．２５

１０３．９１

１００．６０
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展し，２１組にまでなった。

町名主は，その発生の状況などによって以下の四種か
くさわ↓ナ征心し

分類されている。第一は草分名主。先祖がその町を開拓

したとされ，名主のうちでもっとも威張っていた。第二
こ『｣ような他L

は古田I名主｡慶長年間，江戸の町が最初に拓かれたとき

からの名主。草分名主と古町名主は，先述の三町年寄と
ひ..＋，f｣；ぬＬ もん

同格とされた。第三は平名主で，普通の名主，第四はＦ９
げんｆ』ぬＬ

前名主といって門前HTの名主である。

これらの町名主の下にあって，町の正規の構成員とし
やめし

て五人組をつくっていたのが家主である。家主とは，地

主から給料などをもらって，その宅地・家作などを管理
じがりた征こ

し，さらにその宅地・家作などにし､る地借・店子をも監
さ雌い

督・差配する者をいう。した力くって江戸の人口の半分以
仁なかOjU＆ん

上を構成する地借・店借人は，江戸市政の正規の構成員

とはなっていなかった。新開地の江戸は，たえず新しい

人間が流れこみ，またあちこちと移動していたので，家

主制度でそれらを掌握しようとしたのだと推定されてい

る40。

注

中野三敏「江戸名物評判記案内」岩波書店（新書313）

１９８５．ｐ､４６

同前，ｐｐ４５－４８＆ｐ､１８８参照
“八さつ

江戸時代のj幽貨は|]総内だけで通用する藩札を除くと，

金・銀・銭の三貨があった．これらは，それぞれ独立した

別個の通貨であり，とくに金は江戸を中心とした東国で，

銀は大坂を中心とした内国で主として使われる経済圏を

異にする通貨であった．一万銭は，これら高額通貨である

金銀を補う小額通貨として全国共通に使用されたが，これ

はこれで独立した別個の価値体系をもっていた．したがっ

て，これら三貨を実際に関連づけているのは，刻々と変わ

る金銀銭相場であった．そのうえ，金と軸義造貨幣で
ぬ？たのに対して，銀は塊をそのまま使う秤量貨幣で，
秤によって測定された重さが単位となっていた．（大石慎

三郎「徳川吉宗と江戸の改革」［講談社学術文庫］講談社，

1995,ｐｐ,251-252）

大石，同前書，ｐｐ､251-255

大石慎三郎「宝暦・天Iﾘ１期の幕政」（『岩波講座日本歴史

１１近世３」1976,岩波書店，ppl70-l71）

大石「徳川吉宗と江戸の改革｣，前掲，ｐ４

大石，同前書，ｐ､５

大石，同前書，ｐｐ６－７

大石，同前i!}，ｐｐ､15-17

大石，同前書，ｐｐ､92-93

大石，同前書，ｐＰｌ９０－ｌ９１

大石，同前書，ｐｐ､194-195

関山直太郎｢近世日本の人口撒造一徳川時代の人口調査と

人口状態に関する研究一」吉川弘文館，Ｈ研１１３３年(1)/昭

和６０年(3),ｐｐ､277-278

大石，前掲書，ｐｐｌ９２－ｌ９４

大石，同前書，ppl96-201

大石，同前書，ｐｐ､202-203

大石，同前書，pp207-209

大石，同前書，pp210-211
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大体，享保期くらいまでが江戸町人人口の発展期で，

この時期からだんだんと安定・停滞期にはいるというの

が江戸町人の人口動態についての通説であるが，そのこ

ろから女性の占める比重がしだいに増えており，江戸が

出稼地から安定した文化の町になってきたことの反映だ

とされている。上掲の表で言って，弘化以後の性比が正

常に近いという。さらに幕末期には，男性女Ｉ性ほぼ同数

に達し，１８６７（慶応３）年９月には0.8％ほど女性が男

性を上回るようになっているという３７．

４）都市江戸の行政一江戸町奉行所一

先にも触れたように，江戸の町も他の城下町同様，武

家屋敷地・社寺地・町人地の三地域に分かれている。武

家屋敷地は各その当主が支配者だが，しいていえば大名
おおめっ‘↑ めっ峨

屋敷地は大目付の，また旗本屋敷地は目付の監視下に(ま

いる。社寺地は寺社奉行が，町人地は町奉行が支配の責

任者である。

幕府の職制によると，幕府支配の町の統制者をすべて

町奉行と呼んでいるが，江戸の町人地支配の最高責任者

は町奉行である。江戸町奉行は，幕府役職に一般的な複

数制で，三人の時もあったが多くは二名で担当し，－人
つき,iざ~ん

が北町奉行，一人が南Ｍ１奉行となり，一月交替の月番制

で仕事をした38。
よ’１きどうＬん

町奉行の下で実務にたずさわる者に与力と同心がい

た。

以上の江戸の行政のいっさいを預かる江戸町奉行の他
ひつげとうぞ〈あらためやく

に１６６５（寛文５）に設けられた火付盗賊改役という役

職があった。これは，江戸市中の火災の予防，盗賊の逮

捕，ばくちの取り締まりをした３９．

５）都市江戸の市政一町年寄・町名主・家主一
まちとしよりまち芯

町奉行に支配される町人力くわの役職に，町年寄と町名
山し たるやとう

主とがあった。町年寄は江戸町政独自の制度で，樽屋藤
さえもん敏らやいちえもんきたむらやへえ

左衛門・奈良屋市右衛Ｆ９・喜多村弥兵衛の三家が，半官

半民のような立場で町奉行所と町名主の間に立って江戸

町政をつかさどった。この三家は，いずれも明暦の大火

で由緒書など焼失してしまって正確なことはわからない

が，三河時代から家康に関係のある家で，家康によばれ

て江戸にきた人たちである

町年寄の下で一般町政をみるのが町名主であり，在方

の村名主にあたる役職である。町名主は，一町に一人と

いうわけではなく，たいてい四，五ヶ町から七，八ヶ町

に一人であった。しかし，町の発展とともにだんだん多

くなり，あまり多いと費用もかかるというので，１７２２

年（将軍吉宗の享保７年）にその数を２６２人に制限し，

それを１７の組に分けた。しかしその後も江戸の町は発
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[付記］本稿は平成１２年度慶膳義熟大学特別研究休暇の成果の一つであることを記して謝意を炎する次第である。

都 市江戸の成立１１

大石， 同 前 書 ， ｐｐ,212-227ノ'や室鳩巣の証言，天明年間の植崎ﾉL八郎の証言に見られる

関 山 ， 前 掲 書 ，ｐｐ､211-213ように，江戸や大坂等の巨大都市については，その地域的

荻とＭ１裸「太平策_'（｢Ｈ本経済叢詠」第三巻）ｐ､５５５拡大と市況のいや蛸す繁昌振りを伝える文献は少なくな

展村から都市への流人人口がどの程度であったかは，郁市いという．

流人者が概ね「妻子も艇之一期住同様のもの」と認められ天保１４年から慶応３年の町人の出身地別人口調査［下

た通り，人別帳にも上らないでそのまま居着いた者が多友参照]4iによれば，幕末江戸町人人口の約四分の一は江

かつたから計数的にこれを知ることは体I難だか，人口の知戸以外に出生地をもったものであり，その大部分か農村出

られる郁市で見て札間数に達したことから大まかな想像身者であったと椛illllされている.,′

はできるといわれる．例えば江戸についての享保期の111棟ﾉ，

江戸出生他所出生 不明合計

尺保１４年386,040人(70.5％）161,881人(29.5％）３１人547,952人(100.0％）

弘化元年401,363（71.9）157,333（28.1）６５558,761（lOOO）

安政元年429,917（75.4）’'10,637（24.6）３４４570,898（100.0）

｜行１２年426,77'１（757）137,431（24.3）３３９564,544（１００１)）

刀延元年425,169（75.6）137,004（24.4）３３２652,505（lOOO）

慶応３年421,023（783）116,926（21.7）５１４538,463（１０００）

［関山，前掲謀，ｐ２２１所掲を娠赦］

‘Ｚ天保人返しの際，「出稼人」も当然対象となったか，そ〃治十六年）１３９【〔に拠る推計．

の数は天保１４年９ｊｌに男２２‘437人，女7,039人，計３５関11｣，同前害，ｐ２４０の注(１１)．「不‘'1,緯」ほか先行研究三

29.476人，その翌年には男17,046人，女4,606人とな-，論文を利用した推計.・

ている』2．これらは主として丁稚奉公と女中奉公であり，３６「帳外れ」一二噸国籍者一：「都市の人口中には郷盟と現在

男は女の二倍乃至三倍に上っているか，その供給源は農地との二重戸諮荷が少なくないこと，及びその反対に郷里

村であり，彼らの大部分はそのまま届荷いて，やがて町人をそのままにして現住地の戸籍に上らないもの，更には郷

と化して行ったと椎illIlされている'3．111の戸籍が帳外れとなりながら，現住地の戸繍に細らない

関山，前掲書，ｐｐ２１６－２１８ものも少な く な か っ た 。 い う ま で も な く 無 宿 浮 浪 の 荷 で あ

関山，同前書，ｐｐ､321-322（｢終章」より）る。既記の通り松平定信は天明の人口減少の理由をこの帳

大石，同前書，ｐｐ､132-134外れの増 加 に 求 め ， そ の 多 数 の 者 が 江 戸 等 の 大 都 会 に 流 れ

大石，同前言，ppl34-l35こんでいるといっている｡」（開山，同前書，ｐｐ､122-148）

浅井了意「むさしあぶみ」（『日本随躯大成第三期６」吉３７人石，前掲謀，ｐｐｌ４６－ｌ４８＆側111,前掲書，ｐ､２７４

川払文館，平成７年［新装版llilill]，ｐｐ､369-412所収）：州大石，同前書，Ｉ〕p,１４９－１５１

大石，同前苔，ｐｐ,１３５－４０３９大石，同前晋，Ｐｌ５４

大石，同前害，ｐｌ４０４ｏ大石，同前書，ｐｐ､154-156

大石，同前害，Ppl44-l46＆関山，後掲書』’幸出成友「江戸の町人の人口」（｢社会経済史学」八の一，

関山，前掲書，ｐ６２＆ｐｐ,227-228昭＃'１１３年）（関山，同前書，ｐ､２２３注(11)）

関１１１，同前書，ｐ２２６、'２幸Ⅲ，同前論文（関山，同前謀，ｐ､２２３注(17)）

火ｲi，同前書，ｐｐ､144-148４３関山，前掲書，ｐｐ､222-223
関111、同前書，ｐ,２４０の注(１０)．細川広世「形勢総覧」（明〃


